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大質量分子雲における星形成の物理と初期質量関数起源の解明
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利用カテゴリ XT4C;

　初期質量関数の起源を明らかにするためのテスト計算を行った。斎藤貴之研究員との共同研究で、すでに銀河衝突のシ

ミュレーションで実績のあるN体/SPHコードASURAに、バロトロピックな状態方程式と星形成を調べるための吸い込み粒子

の実装したコードの動作を確認した。

　具体的には、星のモデルである吸い込み粒子の周りに、回転するガスをおいて、星への質量降着を調べるなどした。吸

い込み粒子の半径・ガスの質量分解能を変化させると、どのように吸い込み粒子への質量降着の様子が変化するかを調べた

。

　以上の結果は、申請者が研究テーマを変更したため、直接論文になることはないと考えられる。しかし、申請者は博士

過程を通して「第一世代星の初期質量関数」を解明したいと思っている。したがって、たとえ用いるコードや計算手法は異

なっていても、XTで行った大規模計算の経験を、今後の研究に生かせると考えている。


